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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第39期

第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 7,482,264 8,477,077 32,385,309

経常利益 (千円) 2,176,020 2,053,638 8,500,316

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,438,308 1,358,300 6,593,485

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 4,199,348 2,373,460 3,123,248

純資産額 (千円) 56,205,897 56,111,469 54,432,972

総資産額 (千円) 400,319,834 490,153,924 466,620,614

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 72.52 68.49 332.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 14.0 11.4 11.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（不動産事業）

　当第１四半期連結累計期間において、UNIZO Real Estate DC Two,LLCを設立し連結子会社としております。

　この結果、平成28年６月30日現在では、当社グループは、当社及び子会社13社により構成されることとなりまし

た。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日～平成28年６月30日)の我が国経済は、海外経済の減速の影響がみ

られましたが、基調としては緩やかな回復を続けました。しかしながら、足許の景気動向をみますと、中国経済の

先行き不安の強まり、ゼロ金利解除後の米国の金利上昇テンポ、日本のマイナス金利の影響、急激な円高・株安の

影響、さらには英国のEU離脱に向けた動きなど、さまざまなリスクを抱えているのも事実です。こうした点を十分

踏まえ、事業を取り巻く環境の変化には引き続き注視していく必要があります。

国内の賃貸オフィスビル市場の動向をみますと、東京都心５区の空室率が当第１四半期連結累計期間中は４%近く

で推移するなど、需給の改善基調が続いております。また、賃料も東京都心など一部では上昇傾向が明確になって

おります。米国の賃貸オフィスビル市場におきましては、ニューヨークの空室率が低下基調を維持、賃料も回復を

続けるなど、良好な需給環境が続いております。

　ホテル業界におきましては、訪日外国人の増加が続く中、稼働率が高水準で推移しており、客室単価の上昇が続

いております。

 

当第１四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は8,477百万円（前年同四半期7,482百万円　前年

同四半期比13.3％増）、営業利益は2,579百万円（前年同四半期2,427百万円　前年同四半期比6.2％増）、経常利益

は2,053百万円（前年同四半期2,176百万円　前年同四半期比5.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

1,358百万円（前年同四半期1,438百万円　前年同四半期比5.6％減）となりました。

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。　

 

①不動産事業

　当第１四半期連結累計期間は、既存物件において、退去の防遏に努めつつ、賃料の改定及び新規入居獲得にも注

力しました。さらに国内外の新規取得物件が寄与したこと等により、売上高は6,345百万円（前年同四半期5,648百

万円　前年同四半期比12.4％増）となりました。営業利益は米国での前年度取得物件に係る固定資産税の計上等が

あったものの、2,199百万円（前年同四半期2,065百万円　前年同四半期比6.5％増）となりました。
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②ホテル事業

　当第１四半期連結累計期間は、既存ホテルで稼働率及び客室単価が前年同四半期に比べ向上しました。加えて、

新規ホテルが寄与したこと等により、売上高は2,182百万円（前年同四半期1,873百万円 前年同四半期比16.4％増）

となりました。営業利益は新規ホテルの創業赤字や来年度の新規ホテル開業準備関連費用等により、453百万円（前

年同四半期496百万円 前年同四半期比8.6％減）となりました。

 

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結累計期間末の資産合計は、490,153百万円となり、前連結会計年度末比23,533百万円の増加とな

りました。これは、オフィスビル取得等により有形固定資産が前期末比5,023百万円増加したこと及び新規投資のた

めの資金等により現金及び預金が前期末比18,444百万円増加したこと等によるものです。

当第１四半期連結累計期間末の負債合計は、434,042百万円となり、前連結会計年度末比21,854百万円の増加とな

りました。なお、当第１四半期連結累計期間末の有利子負債残高は前連結会計年度末比24,006百万円増加いたしま

した。

当第１四半期連結累計期間末の純資産合計は、56,111百万円となり、前連結会計年度末比1,678百万円の増加とな

りました。これは、利益剰余金が664百万円増加したこと等によるものです。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5)従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。
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(6)生産、受注及び販売の実績

当社グループにおいては受注生産形態をとらない事業活動がほとんどであります。

当第１四半期連結累計期間において、販売実績の著しい変動はありません。

 

 

(7)主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。また、新たに確定した重要な設備の

新設、除却等の計画はありません。

 

 

(8) マーケット環境及び事業戦略について

当社グループを取り巻く環境を見ますと、国内の賃貸オフィスビル市場では、需給の改善基調が続いており、賃料

も東京都心など一部では上昇傾向が明確になっております。米国の賃貸オフィスビル市場では、ニューヨークの空室

率が低下基調を維持、賃料も回復を続けるなど、良好な需給環境が続いております。ホテル業界では、訪日外国人の

増加が続く中、稼働率が高水準で推移しており、客室単価の上昇が続いております。

こうした経営環境の中、当社グループでは、第二次中期経営計画"NEW DIMENSION 2017"（計画期間　平成27年度～

平成29年度、平成27年３月13日公表）を全力で推進し、営業利益、経常利益、当期純利益の全利益項目で中期経営計

画の１年前倒し達成を計画しており、さらなる企業価値の向上を目指してまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,833,000 23,770,700
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 19,833,000 23,770,700 ― ―
 

（注）１ 平成28年７月11日を払込期日とする有償一般募集による増資により発行済株式総数が3,450,000株増加して

おります。

 ２ 平成28年７月28日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資）による増資により発行済株式総数が487,700株増加しております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 19,833,000 ― 13,522,664 ― 13,438,070
 

（注）１ 平成28年７月11日を払込期日とする有償一般募集による増資により、発行済株式総数が3,450,000株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ6,127,545千円増加しております。

 ２ 平成28年７月28日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三

者割当増資）による増資により発行済株式総数が487,700株、資本金及び資本準備金がそれぞれ866,203千円

増加しております。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成28年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

   平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
　　　　
（自己保有株式）
 普通株式        200

― ―

完全議決権株式(その他)
 
普通株式　 19,830,300

198,303 ―

単元未満株式
 
普通株式 　　 2,500

― ―

発行済株式総数 19,833,000 ― ―

総株主の議決権 ― 198,303 ―
 

 

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合(％)

（自己保有株式）
ユニゾホールディングス株式会社

東京都中央区八丁堀
二丁目10番９号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 19,647,036 38,091,525

  受取手形及び売掛金 927,804 796,933

  商品 5,927 8,064

  原材料及び貯蔵品 23,210 20,452

  繰延税金資産 298,198 168,016

  その他 919,078 2,766,744

  貸倒引当金 △363 △338

  流動資産合計 21,820,892 41,851,397

 固定資産   

  有形固定資産   

   信託建物及び信託構築物（純額） 92,238,055 91,923,760

   土地 65,828,173 67,592,549

   コース勘定 1,489,299 1,489,299

   信託土地 179,609,680 180,245,487

   建設仮勘定 1,279,491 1,683,083

   その他（純額） 77,329,411 79,863,609

   有形固定資産合計 417,774,110 422,797,790

  無形固定資産 10,818,414 10,811,633

  投資その他の資産   

   投資有価証券 14,298,192 12,707,357

   繰延税金資産 83,305 127,841

   その他 1,835,139 1,867,344

   貸倒引当金 △9,440 △9,440

   投資その他の資産合計 16,207,197 14,693,103

  固定資産合計 444,799,722 448,302,527

 資産合計 466,620,614 490,153,924
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 3,557 3,844

  短期借入金 54,133,740 35,306,540

  1年内返済予定の長期借入金 67,341,096 62,322,796

  未払法人税等 1,853,267 248,392

  賞与引当金 149,234 82,502

  ポイント引当金 4,193 4,043

  株主優待引当金 54,645 47,348

  その他 5,330,004 4,825,197

  流動負債合計 128,869,738 102,840,663

 固定負債   

  社債 5,000,000 25,000,000

  長期借入金 259,763,704 287,615,984

  繰延税金負債 1,950,995 1,505,784

  役員退職慰労引当金 469,577 461,781

  環境対策引当金 193,741 193,741

  退職給付に係る負債 645,926 626,693

  受入敷金保証金 15,160,374 15,554,625

  その他 133,583 243,182

  固定負債合計 283,317,903 331,201,791

 負債合計 412,187,642 434,042,455

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 13,522,664 13,522,664

  資本剰余金 13,438,070 13,438,070

  利益剰余金 22,738,694 23,402,849

  自己株式 △562 △783

  株主資本合計 49,698,867 50,362,800

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,893,410 1,773,239

  繰延ヘッジ損益 136,769 2,527,090

  為替換算調整勘定 1,475,495 1,225,199

  その他の包括利益累計額合計 4,505,674 5,525,529

 非支配株主持分 228,430 223,139

 純資産合計 54,432,972 56,111,469

負債純資産合計 466,620,614 490,153,924
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 7,482,264 8,477,077

売上原価 4,059,463 4,666,318

売上総利益 3,422,800 3,810,759

販売費及び一般管理費   

 販売手数料 2,259 2,723

 広告宣伝費 14,724 30,809

 役員報酬 216,490 192,507

 給料及び手当 280,096 369,210

 賞与引当金繰入額 51,883 68,461

 退職給付費用 12,944 15,767

 役員退職慰労引当金繰入額 26,229 26,407

 株主優待引当金繰入額 20,102 23,758

 その他 370,435 502,085

 販売費及び一般管理費合計 995,167 1,231,729

営業利益 2,427,632 2,579,029

営業外収益   

 受取利息 1,030 4,393

 受取配当金 262,263 262,187

 その他 7,527 26,401

 営業外収益合計 270,822 292,982

営業外費用   

 支払利息 521,886 678,018

 その他 547 140,355

 営業外費用合計 522,434 818,373

経常利益 2,176,020 2,053,638

特別利益   

 固定資産売却益 142,473 -

 特別利益合計 142,473 -

特別損失   

 特別損失合計 － -

税金等調整前四半期純利益 2,318,493 2,053,638

法人税、住民税及び事業税 559,566 540,054

法人税等調整額 319,323 154,554

法人税等合計 878,890 694,608

四半期純利益 1,439,603 1,359,029

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,294 729

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,438,308 1,358,300
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 1,439,603 1,359,029

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 730,783 △1,120,170

 繰延ヘッジ損益 274,320 2,390,320

 為替換算調整勘定 1,754,641 △255,719

 その他の包括利益合計 2,759,745 1,014,430

四半期包括利益 4,199,348 2,373,460

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 4,189,018 2,378,154

 非支配株主に係る四半期包括利益 10,329 △4,694
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より新たに設立した、UNIZO Real Estate DC Two, LLCを連結の範囲に含めてお

ります。
 

 

 

(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

6,005千円増加しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　　偶発債務

次のとおり債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

従業員の住宅ローン 9,659千円 9,243千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 1,592,814千円 1,779,866千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月19日
定時株主総会

普通株式 694,147 35.00 平成27年３月31日 平成27年６月22日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　　　 株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月17日
定時株主総会

普通株式 694,145 35.00 平成28年３月31日 平成28年６月20日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　　　 株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産事業 ホテル事業 計

売上高      

　外部顧客への売上高 5,611,868 1,870,395 7,482,264 ― 7,482,264

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

36,238 3,590 39,828 △39,828 ―

計 5,648,106 1,873,986 7,522,092 △39,828 7,482,264

セグメント利益 2,065,974 496,110 2,562,084 △134,451 2,427,632
 

(注) １ セグメント利益の調整額△134,451千円には、セグメント間取引消去481,042千円、及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△615,494千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

　２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

　１　報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

    （単位：千円）

 

報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産事業 ホテル事業 計

売上高      

　外部顧客への売上高 6,298,722 2,178,355 8,477,077 ― 8,477,077

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

47,054 3,791 50,846 △50,846 ―

計 6,345,777 2,182,146 8,527,924 △50,846 8,477,077

セグメント利益 2,199,765 453,308 2,653,074 △74,044 2,579,029
 

(注) １ セグメント利益の調整額△74,044千円には、セグメント間取引消去680,010千円、及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△754,055千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

　２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 72円52銭 68円49銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,438,308 1,358,300

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

1,438,308 1,358,300

普通株式の期中平均株式数(株) 19,832,777 19,832,716
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．新株式の発行及び株式売出し

当社は、平成28年６月23日開催の取締役会において、新株式の発行及び当社株式の売出しを決議し、公募に

よる新株式発行については、平成28年７月11日に払込みを受けております。

　また、オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当による新株式発行については平

成28年７月28日に払込みを受けております。

　今回の公募増資及び第三者割当増資により調達する資金は、今年度国内外の優良収益不動産への新規投資及

び新規ホテル展開の資金の一部に充当する予定です（但し、今回の公募増資の払込期日以降に決済する新規投

資に限ります。）。

（１）公募による新株式の発行（一般募集）

①発行する株式の種類及び数 普通株式　3,450,000株

②発行価格 1株につき　3,705円

③発行価格の総額 12,782,250千円

④払込金額 1株につき　3,552.20円

⑤払込金額の総額 12,255,090千円

⑥増加する資本金及び資本準備金の額 増加する資本金の額　　　　6,127,545千円

 増加する資本準備金の額　　6,127,545千円

⑦払込期日 平成28年７月11日
 

 
（２）第三者割当による新株式の発行

①発行する株式の種類及び数 普通株式　487,700株

②払込金額 1株につき　3,552.20円

③払込金額の総額 1,732,407千円

④増加する資本金及び資本準備金の額 増加する資本金の額　　　　866,203千円

 増加する資本準備金の額　　866,203千円

⑤払込期日 平成28年７月28日
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２．固定資産の取得

平成28年７月５日に設立した当社連結子会社のUNIZO Real Estate DC Four,LLCは当社グループの優良収益物

件投資の一環として以下の固定資産を取得することを決定し、売買契約を締結いたしました。

取得物件の内容 1100 First Street

 1100 First Street,NE,Washington,DC,USA

 事務所・商業施設

 土地   3,490.44㎡

 建物 　32,419.03㎡

取得価額 22,770百万円（217百万米ドル）

契約締結日 平成28年７月29日（現地時間）

引渡予定日 平成28年８月31日（現地時間）
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月３日

ユニゾホールディングス株式会社

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　　入　　正　　幸　　印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   江　　下　　　　　聖   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニゾホール

ディングス株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年

４月１日から平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニゾホールディングス株式会社及び連結子会社の平成28年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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